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釧路市生涯学習センターくまなぽっと幣舞案内図》
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釧路市幣舞町４番28号

　

�C0154) 41-8181

　

m (0154) 41-8182

第18回総会ご案内

第18|n|総会をド記のように

開催いたします。

会い、ご家族の背様お誘い

介せのうえご参加ドさい。

　　　　　　

記

　　　　　

日

　

時

　　　　

６月４日(日)

　　　

10 J00~12700

　　　　

第18回総会

　　　　　

(任

　

食)

　　　

13 1 00～15 : 00

釧路湿原ツアー｛希望も･｝

　　　　　

会

　

場

釧路市生涯学習センター２Ｆ

総会当日はこの議案書をご持参下さい

昼食は道腎協で用意します。

北海道腎臓病患者連絡協議会
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第18回総会次第

開会のあいさつ

黙

　

と

　　

う

会長あいさつ

来賓あいさつ

祝電・メッセージ披露

議長選出

議

　　　　

事

　　　

平成６年度活動報告

　　　

平成６年度決算報告

　　　

平成６年度会計監査報告

　　　

平成７年度活動方針（案）

　　　

規

　

約

　

改

　

正（案）

　　　

平成７年度予算（案）

　　　

平成７年度役員（案）

　　　

スローガンの採択（案）

　　　

総

　

会

　

宣

　

言（案）

議長解任

閉会のあいさつ

昼

　

食

釧路湿原ツアー（希望者）

２

-

10 : 00

12 : 00

13 : 00より



丁

・

卜
昨
片
巾

ｊ
ａ

隻
１

屋

は
じ
め
に

私
達
．
透
析
忠
J
C
に
レ
こ
て
『

６
;
-
j
-
ｆ
ｃ
y
は
厳
し
い
冬
の
到
東
で
透
析
の

診
療
報
酬
．
部
包
括
化
に
続
き
、
人
院

給
食
費
に
世
片
負
担
が
導
人
さ
れ
医
療

福
祉
が
‥
｝
、
直
さ
れ
る
状
況
ド
と
な
り
ま

し
た

　

人
院
給
食
費
に
っ
い
て
は
ｔ
川
９
９
　
　
郁

府
県
で
稀
（
爪
度
心
身
障
Ｉ
片
仄
療
助

成
制
度
）
の
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
が
．

残
念
な
が
ら
北
海
道
は
ｔ
l
-
成
７
年
１

川
か
ら
人
院
給
食
費
の
助
成
は
し
な
い

と
の
道
議
会
決
議
と
な
り
ま
し
た
．
こ

の
問
題
に
っ
い
て
も
、
道
竹
協
は
難
病

連
と
海
同
で
道
議
会
及
び
知
嘔
に
も
請

願
し
ま
し
た
が
．
道
謐
会
決
議
を
タ
テ

に
却
ド
さ
れ
ま
し
た
『
、
し
か
し
な
が
ら
、

我
々
患
片
会
が
進
め
て
き
た
運
動
に
よ
っ

て
：
史
乍
医
療
の
対
象
に
な
り
そ
の
影

響
は
最
小
限
度
に
と
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た

　

。
方
で
は
、
ド
肢
障
害
等
の
外
部
障

Ｉ
抒
に
限
ら
れ
て
き
た
「
斤
料
道
路
割

引
制
度
」
が
、
平
成
６
年
1
0
月
１
日
か

ら
我
々
透
析
心
者
を
含
む
、
内
部
障
害

片
に
も
適
川
が
拡
人
さ
れ
ま
し
た
。
・
一

の
運
動
も
1
0
年
近
い
歳
月
を
経
て
'
　
＜
-
＾

腎
協
な
ど
多
く
の
患
者
会
。
障
害
者
団

体
が
。
要
ｇ
ｔ
し
て
い
た
恥
が
実
っ
た
も
の

で
す
。

来賓の室蘭市長からごあいさつを戴く

一
一
一
一

　

道
腎
協
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で

前
川
総
会
で
確
認
し
た
活
助
方
>
Ｋ
>
に
そ
っ

て
、
各
地
域
の
心
者
会
と
片
に
多
様
な

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

２
１

１
年
間
の

主
な
活
動

全
腎
協
活
動
の
参
加
に

つ
い
て

１
第
2
4
川
八
ｈ
腎
協
総
会
V
＾
i
g
f
県
人
会

　

Ｆ
妬
県
慕
張
メ
ッ
セ
の
コ
ン
ペ
ン
ン
ー

ン
ホ
ー
ル
で
．
４
七
国
か
ら
Ｉ
、
１
１
５

名
を
迎
え
て
の
開
催
と
な
り
．
北
海
道

か
ら
も
1
3
名
参
加
し
ま
し
た

２
令
腎
協
と
の
運
吋
と
協
力

　

平
成
６
年
度
も
令
腎
協
の
巡
営
に
消

極
的
に
協
力
し
『
廣
閻
遠
大
剛
会
長
が

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
人
と
し
て
ｔ
腎
協

の
運
鸞
＆
μ
に
な
り
．
佐
i
＊
≫
利
國
迎
Ｉ

―
ほ
が
令
腎
協
幹
乍
の
任
に
あ
た
り
．

そ
れ
ぞ
れ
の
し
場
で
協
力
し
て
き
ま
し

1
1
驚
１
　
胤

肩
肘
辨
斟

た
。

　

ま
た
。
道
腎
協
と
し
て
は
。
人
院
綸

食
費
思
者
負
担
反
対
ハ
ガ
キ
を
衆
・
診

。
両
院
議
に
に
送
り
全
腎
協
と
連
携
し
て
。

積
極
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
平
成
６
年
４
川
診
療
報
酬

改
定
に
よ
る
外
来
透
析
＾
j
J
i
C
の
血
液
透

折
治
療
。
郎
包
括
化
に
よ
る
彫
響
調
た

を
行
い
こ
の
結
果
は
機
附
紙
全
腎
協
ｈ

１
４
３
Ｖ
-
*
-
'
Ａ
―
'
T
T
Z
．
り
に
掲
載
さ
れ
　
３

ま
し
た
。

３
一
阪
神
大
震
災
へ
の
義
援
邨
金
の
収
り

　

組
み

　

平
成
７
年
１
月
1
7
‐
に
起
き
た
、
淡

略
励
・
神
戸
を
中
心
と
す
る
阪
呻
人
震

災
の
被
災
会
ｎ
の
為
に
<
j
＾
ａ
:
協
と
片
に

義
襖
匁
＆
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
３
‐

3
1
‐
現
在
１
、
９
３
３
、
１
８
６
円
集

ま
り
ま
し
た
。

咄

　

腎
提
供
登
録
者
拡
大
運
助

　
　

に
つ
い
て

　

全
腎
協
が
昭
和
5
6
年
よ
り
『
全
国
．

４
街
頭
登
録
者
拡
人
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ど
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町日の文流会から

に
取
り
組
ん
で
１
　
１
川
目
、
昭
和
6
1
午
よ

り
厚
生
省
が
定
め
た
『
腎
侈
植
推
進
月

川
』
に
呼
心
し
．
道
腎
協
も
こ
の
『
Ｕ

川
』
を
ｋ
り
盛
り
Ｌ
げ
．
腎
バ
ン
ク
/

の
秘
録
片
の
拡
大
を
め
ぎ
す
様
々
な
啓

発
運
動
を
展
川
し
ま
し
た

　

八
’
川
は
．
北
海
道
の
チ
節
柄
例
年
よ

り
１
力
‐
り
ｕ
Ｌ
い
．
９
川
‐
‐
に
行
い
ま

し
た

　

札
帆
に
っ
い
て
は
、
巾
．
友
の
ち

　
　

置
ｅ
‥
。
パ
ン
ヤ
・
堵
万
腎
吽
植
セ
ン
タ
ー
・

　

札
帆
ス
ノ
ー
ラ
ｆ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ー
行

　

政
機
関
等
、
令
道
で
約
２
０
０
人
の
硯

・
娯
マ
行
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ケ
レ
ト
テ
ィ
″

ジ
ュ
ー
風
船
・
尿
試
験
紙
・
吽
発
チ
ラ

シ
等
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各

地
で
無
料
血
嘔
測
定
・
賢
臓
病
相
談
が

行
わ
れ
人
好
評
で
し
た
。

　

今
後
は
、
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
。
ビ

デ
オ
や
ご

る
等
、
．
Ｌ
人
を
し
て
マ
ン
ネ
リ
化
を
防

い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
の
腎
昨
暁
提
供
ひ
縁
者
数
は

１
１

３
６
４
″
ｎ
、
全
園
で
は
４
５
６
．

６
５
１
＊
v
:
（
１
　
成
７
年
１
川
人
現
昨
）

に
な
心
て
い
ま
す

図

　

遺
腎
臓
移
植
推
進
実
行
委
ａ
会

　
　

活
動
に
つ
い
て

　

道
腎
協
・
通
腎
バ
ン
ク
・
地
方
腎
移

一
一

　
　
　

―
一

　

一
一

　

Ｉ

　
　
　

一
一

　

１

哺
雛
ｑ
り
Ｉ

総会記念医療講演会

映
セ
ン
タ
ー
ー
道
腎
侈
植
社
会
の
４
者

で
叶
年
度
砧
成
さ
れ
．
腎
バ
ン
ク
ひ
縁

者
拡
人
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す

　

嘔
成
６
～
８
‐
り
札
幌
に
お
い
て
、
札

帆
腎
友
会
の
協
力
を
得
て
．
東
区
の
町

祭
り
会
場
に
て
、
腎
．
パ
ン
ク
９
録
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
．
１
７
４
名
の
ｉ
-
1

録
i
C
が
あ
り
ま
し
た

　

ま
た
、
ｆ
成
６

犀
1
0
月
1
5
.
1
6
H
、
札
幌
地
下
街
に
お

い
て
．
腎
登
録
啓
発
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
．
8
5
名
の
腎
ひ
縁
行
を
得
ま
し
た
『
．

叫

　

国
会
請
願
署
名
・
募
金
運
動

　
　

に
つ
い
て

　

私
た
ち
は
、
医
療
と
福
祉
の
向
Ｌ
を

め
ざ
し
。
腎
疾
心
総
＜
日
対
ｍ
の
確
々
を

実
現
す
る
た
め
、
平
成
６
印
度
も
令
腎

協
と
Ｊ
Ｐ
Ｃ
（
‐
本
心
者
・
家
族
団
体
）

の
２
つ
の
国
会
躊
節
署
名
・
條
叙
運
動

に
『
収
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
９
り
か
ら
２
ヵ
月
の
間
、

忠
社
会
ｎ
の
ご
協
力
で
、
八
Ｅ
腎
協
署
名

３
０
、
０
９
７
名
‐
夥
金
瀬
１
．
６
８

６
、
０
６
３
円
（
内
訳
、
令
腎
協
1
5
°
。

２
５
２
、
９
０
９
円
、
道
腎
協
5
0
。
。
8

4
6
.
1
3
3
円
、
各
地
力
ブ
ロ
ッ
ク

3
5
。
。
５
８
７
『
０
２
１
円
』
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
署

名
Ｉ
Ｏ
、
５
７
６
々
心
・
峰
金
額
２
５
８
、

４
２
８
円
か
集
ま
り
ま
し
た

　

・
一
の
国

腎キャンペーン（札碗大通り西４）

会
誦
噸
募
金
は
国
会
請
願
行
動
費
・
道

腎
協
・
各
地
方
腎
友
会
の
肖
重
な
活
動

の
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す

　

こ
の
国
会
消
願
運
動
が
あ
る
か
ら
．

医
療
費
か
無
料
で
安
心
し
て
．
透
析
が

受
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
医
療
福
祉
北

に
‐
｀
直
し
の
時
．
金
の
か
か
る
透
析
患

者
の
叫
‐
は
保
証
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
．
医
療
・
社
会
保
障
制
度
後
退
の

お
り
．
旧
会
請
願
行
動
は
益
々
重
要
に

な
Ｉ
｡
■
>
て
き
て
い
ま
す
．

　

全
腎
協
の
圓
会
調
順
行
動
は
:
:
ｉ
.
成
７

年
３
月
3
0
い
．
令
国
か
ら
代
＾
'
ｋ
:
が
参

加
し
、
i
c
i
a
:
協
か
ら
は
廣
岡
≪
H
-
ｕ
r
氏
（
片 ４



●

●

１

小
枚
）
・
川
吋
隆
心
氏
（
札
幌
）
・
北

征
*
１
｡
氏
（
小
樽
）
の
３
名
が
本
道
選
出

の
衆
・
参
両
議
員
及
び
叩
生
＼
ｔ
ｉ
-
ｚ
l
会
に

所
属
す
る
議
μ
に
紹
介
議
μ
に
な
・
て

畝
く
よ
う
．
要
消
し
ま
し
た
．

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
国
会
請
願
行
動
は
、
平
成

７
年
６
Ｃ
Ｔ
ｌ
Ｏ
Z
I
に
、
紹
介
議
μ
に
提
川

さ
れ
る
０
-
.
定
で
す
．

叩

　

入
院
給
食
費
の
自
己
負
担

　
　

反
対
運
助
に
つ
い
て

０
６
Ｈ
り
1
3
‐
厚
生
}
Ｓ
t
Ｘ
長
加
藤
び
占

　

巌
μ
こ
電
報
で
．
要
請
『
．

０
６
‥
り
2
3
‐
叩
生
委
は
3
3
々
ｎ
へ
屯
報
、

　

ハ
ガ
キ
で
要
請

Ｏ
・
９
川
８
‐
碓
病
連
と
ぼ
同
で
、

　

蛎
消
行
動

道

J'ゝ

　

以
ｈ
の
様
な
迷
動
を
'

　
ｒ
<
ｍ
し
ま
し

た
か
北
海
道
は
平
成
７
年
１
月
か
ら
人

院
給
食
費
の
自
ｄ
負
担
が
導
人
さ
れ
ま

し
た

　

し
か
し
な
が
ら
I
　
I
れ
ら
の
運
勁

に
ｋ
り
、
．
史
生
医
雄
の
対
象
と
な
る
等
．

行
政
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
効
果
は
あ
り
、

今
後
の
厚
生
竹
、
国
会
な
レ
二
の
働
き

か
け
に
人
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
乍
と

思
い
ま
す
．

即

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て

　

会
員
数
は
平
成
５
年
度
人
で
２
、
８

１
３
″
１
‥
で
し
た
が
、
各
地
喊
患
押
会
の

努
力
に
よ
り
、
こ
の
１
年
間
で
７
‰
増

　

（
２
０
４
訊
‥
）
で
３
、
０
１
７
名
に
な

り
ま
し
た
。

　

令
国
的
な
加
入
平
均
率
は
6
0
・
Ｊ
に
達

し
て
い
ま
す
か
、
道
腎
協
は
や
っ
と
5
0
3

を
超
え
た
状
態
で
す
。

　

硯
在
の
組
織
力
を
持
っ
て
も
早
成
６

年
４
月
１
‐
か
ら
の
透
析
診
療
轍
酬
の

。
部
包
括
化
や
1
0
日
り
１
‐
の
健
康
保
健

法
改
ぶ
に
伴
い
人
院
給
食
費
の
　
　
部
自

-
Ｊ
Ｃ
担
の
導
人
な
ど
私
達
を
め
ぐ
る
医

療
嘔
祉
制
度
へ
の
締
め
付
け
は
加
速
度

を
増
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
。

j

，

ク会議ブロ

よ
り
強
岡
な
組
織
作
り
と
会
-
-
t
の
拡
だ

が
今
後
と
も
ｍ
ｗ
急
穆
と
考
え
ま
す

剛

　

広
報
活
助
に
つ
い
て

　

平
成
６
年
度
は
1
5
周
年
火
態
洲
か
報

告
書
を
含
め
機
関
紙
″
ど
う
じ
ん
”
を

６
回
発
行
し
ま
し
た
、
会
の
動
き
．
社

会
・
福
祉
の
動
き
．
会
□
の
投
稿
、
資

料
．
広
報
日
通
信
．
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活

勣
、
透
祈
生
活
に
関
ず
る
情
鰍
．
表
紙

を
カ
ラ
ー
に
す
る
な
ど
1
-
I

i
＾
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
原
稿
が
災
ま
ら
な
い

の
が
実
悄
で
す

　

そ
の
他
の
広
報
に
っ
い
て
は
『
４
に
腎

協
』
「
透
附
ラ
ｆ
フ
」
そ
し
て
役
員
に
対

し
て
は
「
今
川
の
情
報
」
『
乍
柊
局
ニ
ュ
ー

ス
』
な
ど
の
配
布
に
驚
め
ま
し
た
．

湘

　

各
種
学
習
会
に
つ
い
て

　

道
腎
協
は
、
会
発
足
以
化
．
『
会
‐
の

医
療
知
識
向
ト
』
の
た
め
に
独
自
の
活

動
と
し
て
'

'
Ｓ
'
~
医
縦
溝
演
会
を
開
ぼ

し
て
き
ま
し
た

　

ｆ
成
６
年
６
月
５
‐
の
第
1
7
川
室
蘭

総
会
終
ｒ
後
は
．
新
‥
‥
‥
鉄
総
合
病
院
循

環
器
吋
の
山
‐
康
．
を
生
に
「
透
析
の

八
‥
併
症
と
し
て
の
循
環
器
瞭
害
」
に
っ

い
て
騨
演
し
て
戴
き
ま
し
た
．
竹
の
障

害
と
と
も
に
、
私
達
に
艇
も
関
心
が
あ

投員研修会の講師、渡井先生

る
〈
口
併
症
と
い
う
こ
と
で
、
患
者
・
家

族
・
ス
タ
ッ
フ
な
ど
１
３
０
名
あ
ま
り

の
方
が
熱
心
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
．

　

7
U
3
0
‐
．
旭
川
巾
で
行
わ
れ
た
難

病
連
の
令
道
集
会
で
は
、
腎
臓
病
部
会

と
し
て
の
分
科
会
が
行
わ
れ
．
「
Ｆ
根
管

症
候
群
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
．
医
療
法

人
恵
生
会
占
川
惟
形
外
科
剛
院
長
占
川

妬
次
先
生
に
講
演
し
て
瞰
き
ま
し
た

8
1
名
も
の
参
加
で
人
好
評
で
し
た

　

ま
た
、
1
0
月
1
6
‐
は
前
‐
の
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
に
引
き
続
き
．
役
ほ
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
渡
井
医
院
の
院
片
渡
吽
准

ｉ
？
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
．
「
透
析

－
ご）



・

は
延
命
治
療
か
」
’
レ
ー
の
テ
ー
マ
で
お
謡

し
て
敵
き
ま
し
た

剛

　

各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

　
　
　

活
動
に
つ
い
て

　

貼
吐
６
り
心
の
糾
職
状
睨
は
会
い
数

３
、
０
１
７
な
り
、
ツ
ロ
ソ
々
数
2
1
と
な
っ

て
い
ま
す

　

外
り
ロ
″
ヶ
で
の
活
動
と
し
て
は
、

行
師
の
講
演
余
．
｝
り
［
会
、
ひ
山
．
炊

.
■
-ir
j
]
"
j
j■

＾

i
*
.
会
な
ど
の
、
会
ほ
の
赳

肢
交
流
を
図
る
催
し
が
盛
ん
に
り
わ
れ

ま
し
た

　

そ
し
て
外
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
、
肥
大
・

ぶ
り
飾
り
販
心
な
と
そ
れ
ぞ
れ
沁
心
し

な
が
ら
余
費
以
外
の
活
動
資
公
の
造
成

に
努
め
ま
し
た

　

レ
ー
ニ
の
プ
ロ
ッ
タ
・
施
設
串
j
>
ｔ
＜
s
で

も
伶
ほ
の
改
組
行
介
成
問
３
)
や
、
鳥
齢

化
、
ま
た
ｋ
加
人
街
肴
を
咄
人
き
朴
‐
る

活
動
な
ヒ
沢
山
の
川
９
か
・
抱
え
て
い
ま

す

　

益
こ
厳
し
く
な
る
医
療
情
勢
に
収

し
向
か
う
為
に
も
、
会
い
各
位
の
協
力

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す

帥

　

他
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

‘
北
轟
心
難
病
連
の
中
で
腎
臓
病
部
余

と
し
て
難
病
連
―
催
の
芥
9
1
乍
．
各
災

会
に
佃
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

ま
た
。
Ｉ
哭
資
金
協
力
と
し
て
花
火
・

ｉ
川
飾
り
．
販
売
に
も
協
-
1
し
て
き
ま
し

た
．

　

さ
ら
に
．
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は

難
病
連
の
各
地
方
支
部
で
の
活
動
に
協

力
し
て
い
ま
す
．

(1

道
腎
協
1
5
周
年
記
念
事
彙

に
つ
い
て

　

．
Ｊ
ｒ
成
７
年
３
月

に
機
関
紙
。
ど
う

じ
ん
”
の
臨
時
呼

と
し
て
実
態
凋
だ

報
占
＆
を
令
会
員

に
配
布
し
ま
し
た
。

　

患
者
会
日
の
切

実
な
実
態
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ａ
併
症
や
。
鳥

齢
化
で
介
護
片
か

い
な
け
れ
ば
晒
院

か
川
難
な
世
片
や
。

介
護
者
か
い
て
も

タ
タ
シ
ー
で
の
通

院
の
｛
に
Ｉ
■
＾

z
ｒ

力
涌
院
交
通
費
が

多
額
で
困
ご
Ｉ
、
い

る
心
ざ
か
ぺ
山
い

　　

●岬号

'Ｍ゛ ;j1｡瓦<≪■････

ヅトト

●Ｊ・●．|1111

　

亀h i≪1

●11

る
こ
と
な
と
。
人
Ｆ
恚
各
地
か
ら
切
実
な

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す

　

こ
の
よ
う
な
心
片
の
実
態
を
行
政
に

分
か
っ
て
眼
く
為
に
、
今
川
の
実
態
調

た
を
行
い
ま
し
た
‘
一
の
報
告
μ
は
。

時
川
が
か
な
り
か
か
り
。
沁
労
し
ま
し

た
が
'

J
T
l
i
S
H
な
心
料
の
Ｉ
研
レ
ー
し
て
忙

非
読
ん
で
蚊
け
れ
ば
と
思
い
ま
才

■●ｌ盾●●●●●●●●●Ｓ･!

　

ＩＳ･･ｌ;･■ '.(A :･・
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●

道腎協結成15周年記念事業

実

　

態

　

調

　

査

　

報

　

告

　

書

３

　

お
わ
り
に

　

幾
多
の
＆
難
を
恥
り
越
え
や
が
て
道

腎
協
も
2
0
川
乍
を
迎
え
ｔ
う
と
し
て
い

ま
す
．
『
ト
～
ぷ
‐
』
と
い
わ
れ
た
吽
代

か
ら
こ
年
．
ｔ
‐
｀
レ
二
．
い
わ
れ
る
近
～

の
技
術
Ｉ
ｆ
新
か
庖
む
中
．
レ
’
り
わ
け
医

療
技
術
の
進
零
は
‐
を
ｌ
帳
る
も
の
が

ａ

北海道腎臓病患行連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　

－６



●

１

難病連全遭集会の分科会にて

あ
り
透
析
機
器
の
改
良
に
伴
・
て
生
作

年
数
も
人
幅
に
伸
び
て
ま
い
り
ま
し
た

　

恥
成
６
乍
Ｉ
‥
り
か
・
６
の
人
Ｌ
腎
瞰
の

　

『
定
額
搾
（
包
括
化
）
」
に
始
ま
『
て
．

透
析
心
作
を
・
収
り
き
く
福
祉
施
策
と
医

療
費
削
減
は
．
医
療
機
関
の
経
営
を
益
々

悪
化
さ
せ
る
可
能
什
が
あ
り
．
医
療
の

質
の
低
ド
は
結
果
的
に
は
透
析
心
耳
‥
に

　

「
し
わ
寄
せ
」
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す

　

透
析
医
療
費
の
包
柄
化
は
、
米
川
の

例
が
示
す
よ
う
に
医
療
内
容
の
質
の
低

ド
を
も
た
ら
す
こ
と
に
は
間
違
い
な
く
、

川
の
～
療
費
抑
制
政
策
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
り
、
こ
れ
ら
も
注
叫
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
国
の
財
政
が
ど
う

で
あ
れ
、
障
再
者
の
自
を
へ
の
支
榎
を

怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
．
そ
し
て
膿
器

侈
植
法
案
の
ｙ
期
成
か
．
を
は
じ
め
と
し

て
'

;
ｘ
'
.
;
!
も
た
ゆ
ま
な
い
迷
動
を
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　

他
人
巾
で
な
く
、
自
分
の
問
題
と
Ｌ

て
と
ら
え
、
よ
り
．
層
の
川
結
と
協
力

で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
よ
う

今
後
の
心
者
運
動
を
進
め
て
行
き
ま
し
ｔ

釧
路
総
会
に
参
加
す
る

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
患
者
さ
ん
へ

　

控
室
・
加
温
器
を
川
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
．
受
付
で
お
巾
し
つ
け
ド
さ
い

会計監査報告

　

平成６年度決算書に基づき、関係帳簿、領収;'F、預金通

帳等を厳正に精査した結果、決算書の通り相違なく、いず

れも正確、妥当である事を報告いたします。

平成７年３月31Ｈ

会計監査安江

　

良

　

和排

棚

　

田

　

まゆみ俳ﾀﾞZ

″
ｊ



(支出の部)

科　　　日 予算額 決算額 ％ 備　　　　考

会　　議　　費 1.900,000 1.378.399 72.5

ブロック会議費

運営委員会費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

600.000

500.000

300.000

300,000

200.000

365.823

425.02']

154.701

252.800

180.051

61.0

85.0

51.6

84.3

90.0

４月開催

９月，２月、３月開催

全道集会他

負　　担　　金 5,941,000 5.818,300 97.9

加盟分担金

全国会負担金

　361、000

5.580.000

　355,000

5.463.300

98.3

97.9

難病連

全腎協

事　　業　　費 3.700.000 3,261.960 88.2

総　会　費

機関　紙　費

活　動　費

1,200,000

1.700.000

　800.000

1,036,037

1.565.543

　660.380

86.3

92.1

82.5

室間開催

事務局運営費 4,630,000 4.234.144 91.5

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　晶　費

慶　･15　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　200,000

　170.000

　100.000

　200.000

　624.000

　180.000

　120.000

　130.000

　120,000

　　50.(KX)

2.700.000

　　20.000

　　16,000

　105,723

　125.678

　　86,383

　182.480

　621.000

　116.715

　142.176

　119,502

　120.377

　　50,964

2,522.600

　　21.546

　　16,000

52.9

73.9

86.4

91.2

100.0

　64.8

118.5

　91.9

100.3

101.9

　93.4

107.7

100.0

切手代他

振替料旭

水道．電気、ガス

コビーリース他

労災保険料

予　　備　　費 602.399 ０

運営安定会計繰出金 -

-

1,500.000

次　期　繰　越 334.870

合　　　　計　つ6.773.399 16,527.673 98.5

８

ｉ

ミ
口



平成６年度一般会計決算報告
自
至

平成６年４月1 li
平成７午３月31 ri

(収入の都)

-

　

科

　

一一

　

一
会

　

日

－

費

配分交付金

国会請願募金

寄

物
広
雑

　　

付

　　

金

品販尤益

告
収

運営安定会計繰入

　

前

－

介

一一
期 繰

計

計

（

越

T･ 算

13.020.000 j

　　

96I.()0() 1

800.000

　

50.000

130.000

50. (XX)

50.000

1.400.000

　

一一

16,461.000

312.399

16.773.399

12.750.850

　　

955.000

　　

936,583

20.000 j

51.555

50.000

　

51.
-
1.400.

】6.527.673

り･○

90.6

99.4

117.1

　

10.0

　　　

俑
－－－一

道の助成金

39ヤ

100.0 j　どうしん広告料

98
５

-

-

考

(収入の部)

平成６年度特別会計決算報告
自
至

平成６年４月1 H
平成７年３月3０1

科　　　　日
-一一一一

ブロック育成費

予算額　｜　決算額　ｉ　　　備　　　　　　考

6卯.000 　759.000
一一
　205.630

全腎協より

キャンペーン売11金｜　350.000 キャンペーン用品

邨　　金　　箱

…－一一‥
雑　　収　　人

　　100,000
－　－－　－

　　2.000
一一一

　　474.874-－-一一
　1.616.874

54,209

一一一一一一1.107

前　期　繰　越 474,874

今　　　　計 1,494.820

(支出の郎)

　科　　　　日一一-
ブロック会議

了･算額
-

500,000

決算額
　　　備　　　　　　考
－　－－　－－　-　10月開催391.265

用　品　購　入　代 400,000 230.250 キャンペーン用品

移植推進活動費 200､000 2,730

雑　　　　　　費 　50.000
一一一
　100.000

26.470 発送代

臓器移植基金 68,218 道腎バンク（前年度分14,890円）

予　　備　　費 366.874 ０

運営安定会計繰出金 - 300.000

次　期　繰　越ｊ　　　－ 475.887
一一一　　　-　-

俘　　　　計 1.616.874 1,494.820

９



ｊ

(収入の部)

平成６年度15周年記念積立金決算報告

　　　

－
自

　

平成６年４月１日
至

　

平成７年３月31日

科　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　考

受　取　利　，Q∧　　20.000 18.843 1

前　期　繰　越 1.358.126 　1.358.126
一一一一
　1.376.969合　　　　計 1.378,126

(支出の部)

科　　　　日 T･算額
－－－　一一　100.000

決算額 備　　　　　　考

実行委員会費 ０

通　　信　　費 50,000 ０

印　　刷　　費，　500.000 504，700

50.000

実態調査報告書

雑　　　　　　費 50,000

ｆ　　備　　費 678.126
　　　0－　　－－－
　822.269
　一一一一　1,376.969

繰　　出　　金ｊ 20周年記念積立金へ

合　　　　計　i　1.378.126

※15周年記念積立金は家年度20周年記念積立金へ繰川すものとする。

(収入の都)

平成６年度運営安定会計決算報告

　　　

一一一

　

－

　　

一一

自

　

平成６年４月１日
至

　

平成７年３月31日

科　　　　目 r･算額
－一一

　20,000

決算額 備　　　　　　考

受　取　利　息
－‥

削
‥一一

1.800･000 ，‘般会計150万円、特別会計30万円繰　　人　　金｜

曲　期　繰　越 3.919.486 3,919.486
　　　一一　一5,753.901

‥__
合　　　　計　1　3､939,486

(支出の都)

科　　　　11　1　f･算額 　　決算額　，　　　備　　　　　考

　　レ100,000 1　一般会計へ

－　　－－－4　--－　　，－　-－－
　　■1.353.9011

　　5,753.901

　轡＿　出　　金．　ＩＪ(ﾄ000

　f･　　備　　費1　2.539.486
－　　　一一一－　●　　　　　一
声_._期　繰　越_．＿　　＿

　合　　　　計　　3.939,-186

平成６年度退職給与引当金会計決算報告

糾 目

金
色

越
人

繰
・
繰

期
川

前
今

介 計

f･琢額

　　

＿

　

＿レ

10･1.000

16

－
↑

000

　

--

120,000

決 算額

04.00〔〕

一一
16.000

120.000

10－

俑

自

　

平成６乍４月1 l＼
ii

　

平成７年３月31日

-

考
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１

は
じ
め
に

　

平
成
６
乍
４
月
か
ら
外
来
透
析
の
診

療
報
酬
に
．
部
包
括
化
（
マ
ル
メ
）
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
．
そ
の
結
果
．
血
液

凝
固
阻
ｉ
刑
の
変
史
（
フ
ラ
グ
ミ
ン
↓

ヘ
パ
リ
ン
等
）
や
生
理
食
塩
水
の
使
用

蔽
減
少
な
ど
全
腎
協
の
調
査
で
判
り
ま

し
た
．
ま
た
、
平
成
７
年
の
１
月
か
ら

は
、
人
院
給
食
賢
の
．
部
を
患
者
に
自

己
負
担
さ
せ
る
等
．
私
達
腎
臓
病
心
費

を
取
り
巻
く
情
勢
は
益
々
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
．

　

透
析
医
療
に
か
か
る
医
腺
費
が
膨
人

に
な
っ
た
今
日
、
こ
れ
ら
が
突
破
‐
と

な
り
医
療
費
削
減
は
．
一
段
と
進
む
こ

と
が
c
想
さ
れ
ま
す
．
又
、
．
万
で
は
、

高
齢
費
や
長
期
透
析
青
、
糖
尿
病
性
腎

症
に
よ
る
合
併
症
や
重
複
障
害
の
忠
耳
‥

さ
ん
達
も
増
加
し
．
通
院
や
家
庭
で
家

族
の
介
護
や
介
助
を
要
す
る
要
介
護
透

析
忠
者
の
問
題
等
、
行
政
や
医
療
関
係

者
、
私
達
心
ｔ
ａ
が
一
体
と
な
り
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
課

題
が
目
前
に
あ
り
ま
す
。

　

道
腎
協
で
は
。
こ
う
し
た
様
々
な
問

噛
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
、
充
実
し
た

腎
臓
病
の
治
療
環
境
を
尖
現
し
て
い
く

為
に
、
今
年
も
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

２

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

Ｉ
「
腎
移
植
推
進
月
川
」
成
功
の
た

　

め
、
心
者
の
立
場
か
ら
、
全
力
を
あ

　

げ
て
取
り
組
み
、
腎
バ
ン
ク
登
録
者

　

拡
大
の
た
め
。
第
1
5
川
令
国
一
斉
街

　

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
、

２
　
「
腎
疾
患
総
４
１
対
策
」
の
＝
-
§
確

　

立
を
め
ざ
し
。
ｔ
腎
協
第
2
5
次
閥
会

　

請
噸
m
名
旅
金
運
動
に
取
り
組
み
ま

　

す
。

３

　

令
腎
協
の
役
員
と
し
て
２
名
を
送

　

り
、
そ
の
運
背
に
協
力
し
ま
す
。

Ｉ

　

Ｊ
Ｒ
・
私
鉄
の
身
障
者
割
引
制
度

　

の
距
離
制
限
を
撤
廃
す
る
運
動
を
進

　

め
ま
す
。

５

　

医
療
・
福
祉
に
関
ず
る
全
国
的
な

問
題
に
対
し
て
、
全
腎
協
と
共
に
運

動
を
進
め
ま
す
、

３

道
内
活
動
の

取
り
組
み

Ｉ

　

入
院
給
食
費
に
璽
度
心
身
障
寓
者

　

医
療
助
成
制
度
い
わ
ゆ
る
稀
を
適
川

　

さ
せ
る
運
動
を
関
係
機
関
に
対
し
て
、

　

陳
情
、
要
請
行
動
を
進
め
ま
す
。

９
″
本
道
に
お
け
る
要
介
護
患
者
対
策

　

の
充
実
を
進
め
ま
す
。

‐
’
３

　

本
道
に
お
け
る
通
院
交
通
介
助
成

　

の
充
実
を
進
め
ま
す
．

Ｉ
北
厩
道
透
析
咲
会
、
医
療
機
器
メ
ー

　

カ
ー
な
ど
と
の
連
携
や
交
流
を
深
め

　

ま
す
。

｛
ａ
’
腎
侈
植
推
進
の
た
め
、
『
腎
侈
植
椎

　

進
＊
i
i
!
E
l
＾
'
f
l
i
　
Ｓ
動
を
強
化
し
。
腎
提

　

供
竪
録
者
拡
人
運
助
を
進
め
ま
す
。

６
道
難
病
連
と
の
連
携
を
強
め
．
Ｊ

　

Ｐ
Ｃ
の
国
会
請
願
署
名
・
匁
金
運
動

　

に
取
り
組
み
ま
す
『

４

組
織
・
財
政
・

広
報
活
動
に

つ
い
て

・
―
。
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
を
強
化
す
る
為
の

　

活
動
を
進
め
ま
す
。

’
ワ
’
‐
運
膏
委
員
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
囃
の

　

充
実
に
努
め
ま
す
。

ｊ
後
継
役
貝
育
成
の
為
の
役
員
研
修

　

会
を
関
催
し
ま
す
、

　
１
　
会
員
を
３
、
３
０
０
人
と
す
る
こ

　

と
を
‐
標
に
机
織
率
向
Ｌ
に
努
め
ま

　

す
。

５
健
全
財
政
確
立
の
た
め
、
会
費
納

　

入
の
充
実
。
販
尤
活
動
を
行
い
ま
す
。

６
臓
器
侈
嶮
延
金
の
た
め
。
邨
金
箱

　

運
動
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

７
機
関
紙
’
ど
う
じ
ん
”
の
年
５
川

　

の
発
行
と
『
今
Ｕ
の
情
報
』
の
紅
Ｕ

　

罷
行
に
努
め
ま
す
。

８

　

新
医
療
法
等
、
忽
行
に
関
す
る
医

　

療
・
福
祉
の
悄
報
を
機
関
紙
を
岫
し

　

て
、
周
知
し
ま
す

１１



－

一
一

｀
４

(支出の郎)

科　　　　目 Ｈ６年度決算額Ｈ７年度ｆ算額 構成比 備　　　　考

会　　議　　費 1,378.399 1,800.000 10.2

ブロック会議費

運営委員会費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

365.823

425,024

154.701

252,800

180,051

500.000

500.000

300.000

350,000

150,000

2.8

2.8

1.7

2.0

0.9

旅費，会場費，４月開催

旅費､会場費､９･２･３月開催

総会・幹事会

全道集会他

負　　担　　金 5,818,300 6,301,000 35.8

加盟分担金

全国会負担金

　355,000

5.463.300

　361.000

5.940.000

2.0

33.7

難病連

全腎協3.300名×1.800円

事　　業　　費 3.261.960 4.300.000 24.4

総　会　費

機関　紙　費

活　勤　費

1.036.037

1.565,543

　660,380

1,500.000

1.900.000

　900.000

　8.5

10.8

　5.1

釧路開催

４回発行

事務局運営費 4.234.144 4,739.000 26.9

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　105,723

　125.678

　　86.383

　182.480

　624.000

　116.715

　H2,176

　109.502

　120.377

　　50,964

2.522.600

　　21,546

　　16.000

　200,000

　170,000

　120.000

　200.000

　624.000

　150,000

　150.000

　130.000

　150,000

　　80.000

2,700,000

　　25.000

　　40,000

1.1

0.9

0.7

1.1

3.5

0.9

0.9

0.7

0.9

0.5

15.3

　0.1

　0.2

52.000円xl2ヵ月

振替他

水道．電気，ガス料金

コピーリース

事務局長･事務局員･アルバイト

予　　備　　費 ０ 445,870 2.7

運営安定会計繰出金 1,500,000 -

次　期　繰　越 334.870 -

合　　　　計 16.527,673 17,585.870

12－



(収入の部)

平成７年度一般会計予算(案)
自
至

●

Ｃ

･ .

平成７年･I口丿li
平成８年３月31日

科　　　目 Ｈ６年度決算額Ｈ７年度予算額 構成比 備　　　　考

会　　　　　費

配分交付金

国会請願募金

寄　　附　　金

物品販売益

広　　告　　料

雑　　収　　人

運営安定会計繰入金

12.750.850

　　955.000

　　936.583

　　　20,000

　　　51,555

　　　50,000

　　　51,286

　1.400.000

13,860.000

　　961.000

　　800.000

　　50,000

　　50.000

　　80.000

　　50,000

　1,400.000

80.3

　５．６

　４．６

　０．３

　０．３

　０．５

　０．３

　８．１

3.300名×4.200円

道の助成金

豚金の道腎協分

物品、本の販売

どうじん広告料

受取利息旭

小　　　計 16.215.274 17,251,000 100.0

前　期　繰　越 312.399 334.870

合　　　計 16.527.673 17.585.870

(収入の部)

平成７年度特別会計予算(案)
白
至

平成７

平成８

日
日

1
3
1

月
月

４
３

年
年

科　　　　日 Ｈ６年度決算額Ｈ７年度予算額 備　　　　　　考

ブロック育成費 759,000 759.000 全腎協より

キャンペーン売ｈ金 205.630 350.000 キャンペーン宣材

募　　金　　箱 51.209 100.000

雑　　収　　人 1.107 2.000 受取利息旭

前　期　繰　越 474.874 475.887

合　　　　計 1.49-1.820 1,686.887

(支出の部)

科　　　　日 Ｈ６年度決算額Ｈ７年度予算額 備　　　　　　考

ブロック会議費 391,265 500,000 10月開催

用　品　購　入代 230.250 400,000 キャンペーン宣吋(地方分､道腎協分)

移植推進活動費 2.730 200.000

雑　　　　　　費 26.'i70 50.000 発送費旭

臓器移植協力金 68.218 100,000 遺賢バンクへ

予　　儒　　費 ０ 436.887

運営安定会計繰出金 300.000 -

　次　期　繰　越

－　　　　　－　一一
　　合　　　　計

475.887 -

1.494.820 1.686.887

－13



●

●
一

ゆ
Ｉ

ｔ

(収入の部)

平成７年度20周年記念積立金予算(案)
自

　

平成７年

令

　

平成８年

･□i

3 1j 31

　科　　　　日

繰　　人　　金

峰　　人　　金

　　　　一一一一　一
　合　　　　計

　　T’算　額－－－－
　　　　822.269

　　－　　　－－　　　1.000.000

　　　　　-　　　1.822.269

　　　　　備　　　　　　　唇

15周年記念積立叙より

　　一一悳営安定会計より
－　　　　　　　　　－　　－　－　－

(支出の部)

料

　

実

　

通
一

　

雑

　

r･

行

介

委員

　

信

備

(収入の部)

　

l‾1

　

■㎜
会費

計

費
費
費

f･

算

　

額

300,000

10,叩0

－－

　

－
30,000

1.482.269

1.822.269

！
－
１
今
―
－
－
‘

　　　　　

俑

２回開催f定

-

考

-

一 一

平成７年度運営安定会計予算(案)

-

自

　

平成７年４月l n
￥

　

平成８年３月31日

　料　　　　目
　　　　_

受　取　利　息

－　　　　　－－　一
前　明　繰　越

一
　作　　　　計

　r･　算　g

－－一一　－－一一
　　　　　20.000
　　　　　　　　　－
　　　■1.353.901

　　　4.373,901

　　　備　　　　　　　考

　…　　　　　-

-－　－－　-－‥－－－

　　　一一一　　一一一一　－　－

(支出の部)

科
・

出
揃

一一
繰
・
ら
Ｌ

次 期

　

噪

一一一一
八

し
。
４

-

越

－

r･算

　

額

　

－－

　

－－

2.400,000
-

-

1,973,901

備

　　　　　　　

考

一

　

一一一

　

一

一般会計1,400.000円・20周年1.000,0【Ｘ】円
‐
－

- 一

-

一 一
-

計

自

　

平成７年４月1 11
至

　

平成８年３月31n

4.373.901

平成７年度退職給与引当金(案)

　科　　　　目

－　　　　－－　　一前　期繰越　金

－－－　　　一
今期繰　人　金

一一　　一一
　合　　　　計

　　ｆ　算　額
　　　　　　　--
　　　　　120.000
－－一一

　　　　　　-10.000

　　　　　　　　－　　　　　160,000

　　　　　備　　　　　　　考

－一一一一一一　－　　一一一一一一一

一－-　　　一一一　　　　　－－-

　　　　　　　　　　　　－　　－　--　一

　在職４年(1.6ヵJj）
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[二二平成フ年度役員候補者(案)

【運営委員会】

４ａ才レT

　

バこ

会
副
し
一
泰

－
・
‐

　
　
　
　

ｉ
‐

］り
会

　

艮

　　　

一一
//

n

務局長

事務局次長

運営

　

-

中
―

！

会

ﾉﾀ

ｰ

ﾀﾀ

j/

j･

/Z

Z/

廣

上
鈴
川

一

一

一

堀
宮

夫
一
弘
三

達

　
　

啓

岡
田
木

村

一
上

一
井

隆

　

志

留美子
－

　

‥
和

　

彦

本

　

好

　

和
一 一 -

柳

　

沼

　

正
一

　　

一一
佐藤朱
一一
佐

　

藤

　

利

　　

－‥

　

一
西木戸

　

隆

１柳

　

本

・-－

　

|ぬ

ｿ

ﾌﾟ

木
一
中
一
藤
本

-

　　

【幹

役職名

n

fﾀ

渾
村

Ｉ

一
一
一

北

-

.二
ゴ

佐

一
足

一
藤

一一
横

黒

事

幹

役職名
士（

ﾀj

１

　　

･･

/'

　

＿.

ﾀ1

－

II

-

Z/

〆「

-

ﾀﾀ

合

Ｌ

氏

田
角

本

橘

　

本

　　

一一一
原

　

田
＿

井

　

上

　

－

　

一

小

　

原

一一一一
柳

　

原

進

　

藤

政

－ －

徳

-

美
　
　
國
　
　
博

一

茂
一
夫

清
二
岡
一
江
・
鈴
棚

辺
・
川

福
一
義

幸

一

名

●｡

　

＝
・

－
・－

ブロックtl

（‾４
-

寿
一
彦

巌

茂

・
暴
」

１
１

釧

一一
網

(紋

匝
仁

－
‐
‘
ド
ド
Ｌ

て
雄
こ
辛
・

　

・
寛
五
寛
笑
み
・
和

　

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
ゆ

洋
　
　
　
政
繁
一

　
　
　

’
悦
・

　

・
春
ま
良

３
ｊ
Ｉ

蘭
川
勝

ｊ

　

３

路
走

別）

一一一

　

見）

一一

　

張）

-一
見沢）

ド
ヨ

　　

白
五

【全腎協派遣役員】

氏

レ
４
」
」

″
¨
雙

’
二

Ｉ
職
府

ツ
ハ
″
」

ｊ
氏

一
岡
一
藤

ﾌﾟT達
一
旦

【道難病連派遣役員】
役職名

－一一一一

理

■㎜･

評

㎜･

-

-

議

－

/y

/ﾀ

//

事
一
員

嘔業礎金委員

岩
・
鈴
．
廣
・
柳

川
一
斉

川

氏

崎
’
木
一
岡

参
村
藤
村

づ
染

乱
心
９

?l　｜ブ”フク名

　　薫

一一啓　三

(札幌)

(札幌)

達　夫

一一
　－

(苫小牧)

　(旭川)

－－　－
(札幌)

　　一一
(小樽)

－一一一一
は|　仙ｎ

隆　志

一一一
一　子

－－　－
臨　七

15－

白

ブロック名

(苫

－
(釧

幌）
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一
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-

(札

－
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－
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-

(札

-
(札

－－
(札

(札
-
(室

(北
-
(旭

(十

一
(道

郊
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札

幌）

幌）

幌）

一
幌）
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一

幌）

一
幌）

蘭）

－-
Ｉ
Ｉ

見
・
川

聘）

一一
南）

一
樽）

一
幌）

　　　名

内　繁　雄
一一

片　義　雄

ブ･ｯｸ名
‥－　－
(札幌)

(札幌)

沢　祥　子 (札幌)

征　子 (小樽)

藤　昌　夫

－　一　一一立　清　栄

田　勝　美

(旭川)

(稚内)
－一一
(留萌)
-－

(道南)

　－－(苫小牧)

内　栄　松

111秀樹
‥－　－
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平成７年度スローガン(案)

１．入院給食費の⑩適用を./

2.要介護患者対策の確立を./

3.腎バンク登録の拡大を./

4.本道における通院交通費助成の充実を./

5.強固な組織、3,300人の道腎協を／

６．国会請願署名運動への強力な取組みを./

総

　

会

　

宣

　

言（案）

　

今。私達の周りをみますと。約20年前の道腎協結成時とは明らかに異なる新し

い問題が次々に押し寄せています。透析患者の高齢化、障害の重度化等の、傾向

は患者・家族・医療関係者を含めて全国的に深刻な課題です。

　

特に要介護透析患者対策は急がねばなりません。道腎協は、この対策の確立に

何か必要なのか、皆さんと共に考えていきたいと思います。

　

私達は。この長い歴史の運動から更に学び諸先輩に恥ヽじない運動を進めていき

たいと思います。

　

私達を取り巻く制度は人任せではなく、私達‥人一人が声をあげて制度づくり

に参画し、全国の仲間と連携しながら道腎協を組織的に強くするとともに、患者

会活動を質的にもｰ･層高め、私達心者が将来にわたって安心して、透析や生活が

できるよう、会員・家族共に一致ﾄ月結して運動を進めていきます。

　　

平成７年６月４日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道腎臓病患者連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第18回釧路総会
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-

－

=●

※
太
文
字
の
と
こ
ろ
は
、
今
回
改
正
さ

　

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
１
条
（
名
称
・
所
在
地
）

　
　

本
会
の
名
称
は
、
北
海
道
腎
臓
病

　

心
者
連
絡
協
議
会
（
略
称
道
腎
協
、

　

以
ド
本
会
と
略
す
）
と
し
、
令
国
腎

　

臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す
る
。

第
２
条
（
目
的
）

　
　

参
会
の
口
的
は
、
次
の
各
事
項
と

　

す
る
。

　

Ｉ
。
す
べ
て
の
腎
臓
病
心
者
相
配
の

　
　

経
験
交
流
と
観
睦
を
・
図
る
。

　

２
、
腎
臓
病
治
療
と
ｒ
防
の
た
め
の

　
　

医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の
充

　
　

実
・
向
上
を
め
ざ
す
。

　

３
'

Ｓ
Ｅ
臓
病
患
者
・
家
残
の
医
療
と

　
　

生
活
の
権
利
を
守
り
、
裔
の
社
会

　
　

保
陳
制
度
の
確
立
を
め
ぎ
す

第
３
条
（
事
業
）

　
　

本
会
は
第
２
条
の
‐
的
を
遠
成
す

　

る
た
め
に
は
。
次
の
か
か
げ
る
諸
活

　

勣
を
お
こ
な
う
。

　

１
．
腎
臓
病
患
ｉ
ｃ
の
医
療
と
生
活
を

　
　

守
り
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
法
的
。

　
　

行
政
的
、
医
乍
的
要
求
を
関
係
諦

　
　

機
関
に
働
き
か
け
る
。

　

２
．
必
要
な
資
料
・
情
報
の
収
集
と

　
　

作
成
、

　

３
．
機
関
紙
誌
発
行
と
配
布
。

　

１
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
織
閻
の

　
　

交
流
。

　

５
．
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
織
の
強

　
　

化
と
恥
組
織
患
者
会
の
組
織
化
。

　

６
、
他
の
忠
者
・
障
害
者
組
織
な
ど

　
　

必
要
な
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
。

　

７
。
そ
の
他
、
目
的
を
連
成
す
る
た

　
　

め
の
諸
活
動
。

第
４
条
（
組
織
）

　
　

本
会
は
。
腎
膿
病
患
者
お
よ
び
そ

　

の
家
族
を
ｔ
た
る
構
成
員
と
す
る
患

　

各
組
織
で
構
成
さ
れ
る
連
絡
協
議
会

　

と
す
る
。

　
　

ま
た
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

　

個
人
・
団
体
（
特
別
会
日
）
の
参
加

　

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

第
５
条
（
機
関
）

　
　

本
会
に
は
次
の
機
関
を
お
き
、
そ

　

の
運
営
は
合
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

１
、
総

　
　

会

　

２
．
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

３
、
運
営
委
員
会

第
６
条
（
総
会
）

　
　

総
会
は
。
本
会
の
協
議
。
議
決
機

　

関
で
あ
っ
て
、
毎
年
Ｉ
回
会
長
が
招

　

集
す
る
。
総
会
は
。
全
体
会
議
に
す

　

る
。
な
お
、
文
身
に
よ
る
発
。
ヤ
‥
も
で

　

き
る
総
会
で
は
。
次
の
■
＃
■
項
を
協

　

議
決
定
す
る
、

　

１
、
活
助
報
告
と
決
算
お
よ
び
会
計

　
　

監
査
報
告
の
承
認
。

　

２
、
活
動
方
針
と
予
算
の
決
定
。

　

３
、
役
員
の
選
出
。

　

４
、
規
約
の
改
廃
。

第
７
条
（
臨
時
総
会
）

　
　

加
盟
組
織
の
３
分
の
１
以
上
の
要

　

求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
議
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、

　

臨
時
総
会
を
ひ
ら
か
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
。

第
８
条
（
ブ
ロ
ッ
ク
会
巌
）

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
。
総
会
か
ら
総

　

会
ま
で
の
間
。
総
会
の
決
定
に
も
と

　

づ
き
、
必
要
な
事
項
を
協
議
決
定
す

　

る
。

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
会
艮
・
副
会

　

長
・
參
務
局
長
・
運
営
委
員
・
幹
事

　

で
構
成
し
、
甲
２
回
以
上
闘
催
す
る
、

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
。
会
長
が
招
集

　

す
る
。
幹
Ｍ
.
は
、
各
組
織
か
ら
推
薦

　

を
受
け
た
各
１
名
の
代
表
で
、
総
会

　

に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
。
そ
の
任
期

　

は
２
年
と
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

　

決
定
は
、
次
の
総
会
に
報
告
し
、
承

　

認
を
受
け
る
。

第
９
条
（
運
営
委
員
会
）

　
　

運
営
委
Ｕ
会
は
、
総
会
・
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
議
の
決
定
に
も
と
づ
き
。
本
会

　

の
運
賞
に
責
任
を
も
つ
執
行
機
関
で

　

あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
閤
催
し
、
会

　

長
が
招
集
す
る
。

　
　

運
営
委
員
会
は
、
運
営
委
員
で
構

　

成
す
る
。
運
営
委
員
会
に
は
必
要
な

　

専
門
郎
を
お
く
。

　
　

運
営
委
貝
会
の
活
動
は
、
次
の
ブ

　

ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
し
承
認
を
受
け

　

る
。

第
1
0
条
（
役
員
）

　
　

本
会
に
は
、
次
の
役
員
を
お
く
。

　

役
員
は
総
会
で
選
出
す
る
。

会

　
　

長

副
会
長

事
拷
局
長

事
務
局
次
長

運
営
委
員

幹会

事計

会
叶
監
査

　

１
名

若
Ｆ
名

　

１
名

　

１
名

若
．
Ｐ
名

　

１
名

若
Ｆ
名

　

２
名

た
だ
し
、
役
員
の
兼
任
は
で
き
な
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Ｓ
Ｃ

Ｉ
Ｗ

　
　
　
　
　
　

そ
の
任
期
は
２
年
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　

な
お
、
本
会
に
相
談
役
、
顧
問
を

　
　
　
　
　

お
く
こ
と
が
で
き
る
。
相
談
役
は
、

　
　
　
　
　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
。
運
営
委
員
会
に
対

　
　
　
　
　

し
。
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　

願
問
は
、
本
会
の
求
め
に
応
じ
て
、

　
　
　
　
　

必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　

相
談
役
。
顧
問
は
運
営
委
員
会
が
委

　
　
　
　
　

任
す
る
。

　
　
　
　

第
１
１
‥
条
（
役
員
の
任
務
）

　
　
　
　
　

１
。
会
長
は
、
本
会
の
賓
格
を
統
括

　
　
　
　
　
　

し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　
　
　
　
　

２
、
副
会
長
は
、
会
長
を
補
幡
し
、

　
　
　
　
　
　

会
長
に
や
故
あ
る
場
介
は
。
そ
の

　
　
　
　
　
　

任
筋
を
代
行
す
る
。

　
　
　
　
　

３
、
乍
格
局
長
は
．
ｔ
ｆ
務
局
の
業
務

　
　
　
　
　
　

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
運
営
委

　
　
　
　
　
　

ほ
会
の
謎
決
に
も
と
づ
い
て
、
そ

　
　
　
　
　
　

の
簡
行
に
あ
た
る
。

　
　
　
　
　

４
、
運
鸞
委
員
は
、
運
営
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　

構
成
し
、
活
動
方
針
の
立
案
お
よ

　
　
　
　
　
　

ぴ
総
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
議
決

　
　
　
　
　
　

し
た
業
務
の
執
行
に
あ
た
る
。

　
　
　
　

第
1
2
条
（
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　

本
会
に
事
務
局
を
お
く
こ
と
か
で

　
　
　
　
　

き
る
。
事
柄
職
員
の
採
用
は
、
ブ
ロ
ッ

　
　
　
　
　

ク
会
議
で
決
定
す
る
。
事
務
局
は
運

々
－
こ
｀
’
営
委
員
会
の
指
導
の
も
と
に
本
会
の

　

業
務
を
執
行
す
る
。

　

（
事
務
局
手
当
）

　
　

事
筋
局
長
、
事
務
職
員
に
は
事
務

　

局
手
当
を
支
給
す
る
。
事
務
局
手
当

　

の
支
綸
額
は
、
迷
営
委
員
会
で
決
定

　

す
る
。

　

（
退
職
金
手
当
）

　
　

退
職
金
支
給
観
定
に
よ
り
、
退
職

　

金
を
支
給
す
る
。
支
綸
は
運
営
委
貝

　

会
で
決
定
す
る
。

第
1
3
条
（
財
政
）

　
　

本
会
の
財
政
は
会
費
・
寄
附
金
そ

　

の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。

第
1
4
条
（
会
費
）

　
　

本
会
の
会
費
は
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ

　

ク
・
組
織
の
構
成
員
１
名
に
つ
き
、

　

１
ヵ
月
３
５
０
円
と
す
る
。

　
　

（
内
訳
全
腎
協
１
５
０
円
。
道
腎

　

協
２
０
０
円
）

第
1
5
条
（
会
計
年
塵
お
よ
び
会
計
処
理
）

　
　

本
会
の
会
計
年
度
は
。
４
ｊ
１
日

　

か
ら
翌
年
３
月
3
1
‐
ま
で
と
す
る
。

第
1
6
条
（
会
計
監
食
）

　
　

本
会
の
会
訃
監
査
は
、
会
計
年
度

　

内
に
２
回
お
こ
な
う
。

第
1
7
条
（
加
盟
お
よ
び
退
会
）

　
　

本
会
へ
の
加
盟
は
。
第
４
条
に
定

　

め
る
団
体
加
盟
を
原
則
と
し
。
運
営

　

委
員
会
の
巌
を
経
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

議
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

　
　

退
会
に
っ
い
て
は
、
加
盟
組
織
か

　

ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
運
営
委
員
会

　

の
承
認
を
得
る
。
運
営
委
員
会
は
、

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
。
総
会
に
報
告
す
る
。

第
1
8
条
（
附
則
）

　

１
、
こ
の
規
約
の
改
廃
は
総
会
で
お

　
　

こ
な
う
。

　

２
、
こ
の
規
約
は
総
会
で
決
定
後
直

　
　

ち
に
効
力
を
斤
す
る
。

　

３
、
こ
の
規
約
に
よ
る
細
則
を
設
け

　
　

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

４
、
こ
の
規
約
は
平
成
元
年
５
月
2
8

　
　

‐
か
ら
効
力
を
罷
す
る
。

　

５
、
こ
の
規
約
は
平
成
２
年
５
月
2
7

　
　

‐
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

　

６
．
こ
の
規
約
は
平
成
３
年
６
川
２

　
　

‐
か
ら
効
力
を
発
す
る

　

７
、
こ
の
規
約
は
平
成
７
年
６
月
４

　
　

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。
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氏名

住所
－
Ｔ

文書発

一 一

言 用紙

男・女

　

年齢

電話

　　　　

－

　　　

一

　　　　

所属腎友会、

　　　

！

　　　　　　　　　

＿

　

＿

　

!_

　　　　　

。

　　　　　　　

＿＿＿

　　

規約第６条により会員は文書で意見を述べることができます。活動

　

方針案等に対し、ご意見のある方はこの用紙にご意見を書いてお送り

　

ください。

　　

(送付先:〒001札幌市北区北35条西５丁目ＡＭＳ南麻生308道腎協)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５月30日必着

　

意

　

見

　

書
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Ｓ
３
・

道腎協加盟組織一覧表

’
一
ヽ

会　　　　　　名 〒 住　　　　　　　　所 電話番号

札幌腎臓病患者友の会 札幌市東区

小樽後志地方腎友会 047
小樽市花園２丁目７番10号

　　　　　　　　　斉藤ダンススクール内 0134-23-3484

旭川地方腎友会 078
旭川市１条11丁目右８号

　　　　腎友会ビル㈱健生社内　大石聡宛 0166-24-2936

稚内地方腎友会 097 稚内市中央４丁目Ｈ番６号
　　　　　　　　　　市立病院透析室内 0162-32-8134

留萌地方水無人腎友会 077 留萌市寿町１丁目
　　　　　　　　市立総合病院透析室内 016-14-2-1500

道南腎臓病患者連絡協議会041 函館市美原２丁目13番８号
函館メディカルビル　鳥居泌尿器科医院内 0138-46-5657

苫　小牧　腎　友会 苫小牧市桜木町

室蘭地方腎友会 050 室蘭市東町2-1-19
　　　　室蘭市障害者総合福祉センター内 0143-45-6849

腎友会滝川クリニック透析者の会 073 滝川市有明町２丁目4-45
　　　　腎友会滝川クリニック　透析室内 0125-24-2125

十勝地方腎友会 広尾郡大樹町

釧路地方腎友会 085
釧路市川北4-17

　　　　　　　　身体障害者福祉センター内 0151-25-6687

北見地方腎友会 北見市

オホーツク腎友会 網走市

紋別地方腎友会 紋別郡遠軽町

夕張腎臓病友の会 夕張市

岩　見　沢腎　友会 樺戸郡月形北農場

江別腎臓病患者会 069 江別市野幌町代々木町81の６
　　　　　　　渓和会江別病院透析室内 011-382-11

浦河地区腎友会 浦河郡常麹町

根室地方腎友会 唄室市

千　歳　腎　友　会 千歳i忖

深　川　賢　友　会

－‥-一一
北海道腎臓病患者連絡臨議会

074　j深川市５条6 SIO^立総合病院透析室内 01642-2-1101

001 札幌市北区北35条西５丁目】番10号
　　　　　　　　　　　ＡＭＳ南麻生308号 011 747 0217

全国腎臓病患者連絡協議会171 東京都豊島区目白2－38－2　紫山会ピル 03-3985 7760

昭
和
祁
年
１
月
1
3
‐
第
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